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はじめに　
ロシア人作家のニコライ・Ａ・バイコフ（一八七二―
一九五八）の作品に「鏡泊湖」という紀行文がある。バイコフは極東の国境警備隊として勤務していたころに満洲の自然や動物の調査を行っていた。ロシア革命後に満洲に亡命し、自然や動物について独自に研究を重ね、小説などを多数執筆している。 「鏡泊湖」が収録される『樹海』が、満洲哈爾濱（ハルビン）のナウカ社より一九四二（昭和一七）年に発刊されているこ から、 「鏡泊湖」はそれ以前に書かれていることは自明である。この作品のなかで、バイコフはこの湖を以下のように評している。　　
少数民族は“黄金の湖”という呼び名をつかってい
　　
たという。 （中略） 湖岸は山水画のように素晴らしく、
　　
切り立った岸壁や岩に生い茂った深い緑が、青みが
　　
かった水鏡に映える夏の風景は一段と美しい。 （後
　　
略
（（
（
）
　
植生に富み、生命力に満ち溢れていた湖という意味の
“黄金”なのか、牡丹江という肥沃な土地の源であるから “黄金” なのかは不明だが、 作品の最後でバイコフは 「この鏡泊湖は満州で、もっとも美しい地であることを付け加えておきたい」と締めくくっている。　
このもっとも美しいといわれた鏡泊湖の湖畔に、
一九三二（昭和七）年一〇月に認可を受け、翌年一九三三 （昭和八） 月に 洲鏡泊学園は設置された。その目的は、満洲開拓 指導者 なる若者を養成することにあった。
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満洲の開拓は当時の日本にとって、国を挙げての大事
業であり、 「五族協和」や「王道楽土」といった標語が飛び交うなか、日本各地から移民団が結成され、計画のみに終わったものもあれば、満洲へ移住・開拓へこぎつけたものもあった。　
これまでに、満洲開拓や満洲開拓移民を扱った論考は
数知れない。しかし、満洲鏡泊学園については、資料がなかなか集まらないことなどを理由に、正面から扱った研究はほとんどなかった。とくに戦後に書かれたものが少ないことの理由に、 槻木瑞生氏は、 戦後の研究者にとって鏡泊学園というテーマが「タブー った」ことを指摘してい
る
（（
（
。
　
しかし、取り上げられたものについて振り返っておき
たい。まず、先の槻木瑞生氏による「大陸と鏡泊学
園
（（
（
」
では、東アジア・東北アジアという広 視野 ら満洲という地域、またその開拓をした日本人に焦点をあて、そのなかにおける鏡泊学園の存在・意義を に、学園の計画から設立 その後まで、壮大な検討が行われた。　
また、 東京の満蒙開拓団を知る会 『東京満蒙開拓団』 （ゆ
まに書房、二〇一二年九月五日） は、一章分を設けて満洲鏡泊学園につ て取り上げており、学園誕生の背景から、設立の経緯、学園のカリキュラム 学園の意義ま
で、丁寧な研究がなされた。学園設立の中心人物である山田悌一の国士舘での役職についても触れられている。　
満洲鏡泊学園が国士舘と関わりがあることは、一部の
関係者に知られるところ あるが、 研究の視点の違いで、具体的に両者がどのような関連性を持って たのか、国士舘からどのような経緯を経て満洲鏡泊学園が設立されたのか、という点 ついては触れられてこなかった。しかし、満洲鏡泊学園に関して国士舘との関係 検証することは、学園を総合的に研究するうえで重要な意味をもつのではないだろうか。　
一九三二（昭和七）年に満洲鏡泊学園が設立されて、
すでに八〇年が経過 。この機会 、本稿 は国士舘からみた満洲鏡泊学園の一考察として、満洲鏡泊学園設立過程を追うことで国士舘と 関連性・繋がりを明らかにしていき い。　
なお、文言の表記について、史料中の文言は史料表記
どおりとした。また、学園の名称について、設置認可時の「満洲鏡泊学園」を正式名称と捉えて いるが、本文中に「学園」 、 「鏡泊学園」と略記した部分があることは了承いただきたい。
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第一章
	 「満洲国」建国と国士舘の動き
1． 「満洲国」建国と満洲開拓移民
　
日本と満洲との密接な関係は、一九〇四（明治三七）
年に勃発した日露戦争から始まる。しかし、この頃の満洲経営について表に現れるのは南満洲鉄道会社などの国策会社や陸軍参謀本部などの軍部であり、満洲は民衆にとって身近な所ではなく、政治外交の舞台としての意味あいが強かった。多くの日本人にとって 、 はまだまだ遠い存在だったといえ
る
（（
（
。
　
こうした状況が劇的に変化した契機は、満洲事変やそ
の後の「満洲国」建国である。一九三一（昭和六）年九月一八日、関東軍参謀の板垣征四郎と石原莞爾らが、軍隊を用いて奉天郊外の柳条湖附近の満鉄線路を爆破し（柳条湖事件） 、これを中国側からの攻撃であるとして、軍事行動 起こした。 は進撃を続け、一〇月一九日には斉々哈爾（チチハル）に入城、翌年一九三二（昭和七）年一月二日には錦州に入城、
（月
（日には哈爾濱
入城と、矢継ぎ早に満洲の主要都市を占領し、張学良率いる反日軍を掃討した。一方で、同年一月三〇日には列国の批判の眼をそらすために中国上海 海軍陸戦隊を上
陸させ、中国軍と衝突させた（第一次上海事変） 。この混乱のさなか、 三月一日に 「満洲国」 の建国が発表される。　
やや時期が前後するが、 「満洲国」建国の一〇日程前、
二月二五日に張景恵を委員長とする東北行政委員会において、左記のごとく新満蒙国家の基本条項が発表されてい
る
（（
（
。
　　
一、新国家を大満洲国と呼称す
　　
二、新国家の政治は民本主義による
　　
三、大満洲国の元首を執政と呼称す
　　
四、大満洲国 旗を新五色旗と呼称す
　　
五、新国家成立と同時に年号 「 国」 を廃止 「大同」
　　　
と新称す
　　　
（後略）
　
東北行政委員会は、 これら条項の発表と同時に、 奉天、
吉林、黒龍江、熱河各政府、哈爾濱特別区、コロンバイル都統府、 チェリム盟長、 各公署へ同様の通告を発した。この発表の前には東北行政委員会要人と宣統帝溥儀との間で折衝が重ねられており、首都を長春に定めて新京と改称、新国家の元首として清朝宣統帝溥儀を執政に擁立した。三月一日に同委員会委員長張景恵は、　　
（前略）およそ新国家の領土内に居住するものは皆
　　
種族、尊卑の分別なし、原有の漢族、満族 蒙族及
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び日本、朝鮮の各族ほか即ちその他の国人と雖も永
　　
く居住を希ふものはまた平等の待遇を享くることを
　　
得、 （中略）新に組織せる政府においてそ 責任を
　　
負ひ極めて誠懇なる表示をもつて三千万民衆の前に
　　
向ひその実行を宣誓す、天下照鑑す、こ 言をかは
　　
ることなし
　　　
大同元年三月一日
　　　　
大満州国政
府
（6
（
との「満洲国」建国宣言を発表している。　
満洲国の建国は、日本の人口問題の解決策としても大
いに期待された。当時、人口問題から考えて移民の必要を提唱した意見は数多く発表されており、移民の必要性や重要性 ついては誰しもが納得していたが、現実的に満洲移民が可能であるかについては大きな課題として残されていた。移民事業を掌握する拓務省とし も、移民の可能性にふれるでも、明確な計画があるわけでもなかった。しかし、この時期に って、一部の学者からは満洲移民 論が提唱されている。　
東京帝国大学（現東京大学）教授で、小作争議や貧困
問題の解決などの研究を行っていた農学博士の那須皓は「企業家が賃金労働者を傭うて、満蒙農業を経営するならば（中略）労働市場における競争にお て勝味は乏し
い。さり乍ら独立自作農として自己の農場を自ら経営する場合は（中略）要するに経営の規模、様式、管理能力の問題であ
る
（7
（
」として、農業経営の技術面においては日
本人が満洲 十分生活しうるという結論を出している。那須はのちに、 「農政の神様」 称された農林大臣石黒忠篤のブレーンとして活躍してい 。　
一方、 『支那経済読本』や『日本鉄鋼史』などを著し
た経済学者 小島精一は 産業開発の側面から大局的見地に立ち、満洲移民の可能性を説いた。すなわち、 「移民可能の問題は産業政策 建て方如何によつて非常にきな相違を生ずるもの」として、満洲での産業開発と内地での既存産業との衝突を危惧 ながらも、 「此際単なる目先 の利害関係を離れて、大局的な民族発展の見地から、是非共積極的 強固な移民政策を確立しておくことが緊要だと考へたのである。従つて農業移民は勿論のこと、工業労働者も出来るだけ国家的統制の下に満洲に移植することが肝要
だ
（8
（
」と主張した。移民を実行するな
ら、相当な国家的補助の とに送出す べきという意見である。　
国論の大勢が消極的・悲観的であった満洲移民の可能
性だが、ここにあげた両者も積極的に移 を推進しているわけではなく、 くまでも必 性に応じ かたちで 「可
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能」か否かについて言及していた。　
また、満洲事変の勃発は満洲全土の農民に甚大な被害
を与えていた。治安が乱れるとともに生業を離れ 「匪賊」となった兵士、共産党員や土民が溢れ、これに襲撃される朝鮮人が後を絶たなかった。このため、朝鮮人の多くは満鉄以外の鉄道沿線の安全地帯などに避難したが、一九三二（昭和七）年春の農耕期を迎え も原住地の治安は快復せず、帰還できな めに貧困状態に陥っ
た
（9
（
。
　
結果的に拓務省は、これらの移民可能論者 主張と、
満洲国内の困窮する農村状況に背中を押されるかたちで、 「満洲ニ相当多数の邦人ヲ入ルルコトハ我ガ国経済ノ確立上及所謂生命線ノ維持上日本帝国トシテ 宿命的緊要事ニ属ス」として、 「満洲移民計画概
要
（（
（
」を作成し、
積極的に満洲移民の推進に乗り出すこととな
る
（（
（
。
2．国士舘周辺の動き
　
治安悪化による満洲国内困窮の打開策として、朝鮮総
督府と満鉄とが協議のうえ、南北 に新たに農耕地を獲得し、安全農村と称する模範的集団農場や集団部落を設定した。これにより、散り散りになっていた現地農民の帰還と生活の 定が図られ事態が徐々に収拾 くると、新天地で一花咲かせ う する者で内地における渡
満熱が日本全国に広まった。事変直後から一九三二（昭和七）年九月頃までに農業による満洲移民を計画したものは八四件にも上っている。 【表】は『満州開拓
史
（（
（
』に
列挙されている移民団を地方別にまとめたものである。全国的に移住熱が拡大していることが、移民団 出元からも明白だが、群を抜いて多くの移民団を輩出、あるいは移民団が計画 たのは東京であ 。 着目したいのは、この中に「国士館」という一団があることである。以降では国士舘での満洲事変前後時期の動き 見ていく。　
国士舘は、一九二九（昭和四）年三月一一日に専門学
校令に基づく認可を受け、創立以来念願であった高等教育機関、国士舘専門学校を設置した。同年三月二 には東京府の認可を受け、 国士舘実務学校を設置して る。実務学校は
会社や銀行、その他実務に従事する実業家を
養成することを目的とする各種 で、
入学資格を中学
校卒業程度とし、修業年限は一年で、商工科と拓植科が設けられた。国士舘実務学校設置の背景には 一九二五（大正一四）年に設置した国士舘中学校、 翌一九二六（大正一五）年に設置した国士舘商 学校の存在があった。これら学校の卒業生の進学先 しても、国士舘内に高等教育機関の設置が急がれていたわけであ
る
（（
（
。しかし、こ
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樺太 大凌河付近移民、豊原蓄農組合移住計画
北海道 満蒙研究同志会、興国会本部、満蒙研究会、下田中尉移民計画団
青森 満蒙移民協会、満蒙集団移民石黒協会
岩手 満蒙事業協会
秋田 満蒙会、日満塾
山形 満蒙移民団（発起：角田一郎）、満鮮開発協会
宮城 満洲移住奥羽村、名古屋村建設団
福島 天理教奥羽教友会、磐城炭鉱移民団
群馬 国民国防同盟会
茨城 友部国民高等学校満蒙指導移民
東京
東満洲殖民協会、満蒙殖民国民運動本部、満洲拓殖協会、国輝移民会、国士館、
策進会、満蒙学校、東京製材協会、星桜会、天照園移民、国風会、東亜保安
会、日本主義同盟、日本青年協会、海外高等実務学校、愛国青年同盟、満蒙
義塾、畠山幸太郎移民計画、大日本正義団、満蒙啓発同志会
神奈川 満蒙植民義勇同盟
静岡 海外協会、八木大佐満蒙集団移民計画
長野 乃木村移民、信濃海外協会、産業満蒙移住研究会、愛国信濃村建設、大陸植民講習所
岐阜 岐阜県庁、愛国大同団
愛知 栗田少将尾張村建設
三重 梅本中尉満蒙移民団
京都 草内村岡井村長満蒙移民団、辻少尉移民計画
奈良 天理教本部、満蒙屯田義警団
大阪 国防同志会
富山 海外移民協会
石川 満蒙移民石川村建設実行会、満蒙開拓社
島根 教育会、松陽新報社、天理教
岡山 中国満蒙拓殖協会
広島 教育会
徳島 堀北与市集団移民計画、徳島村建設
高知 土佐農耕団
福岡 海外協会、力行社、福岡村建設移民組合、満蒙開発協会
長崎 佐世保市山本移民農村建設計画、有志一同屯田的移民計画
熊本 満蒙調査会
朝鮮 大邱集団移民計画、大邱大興会、平南成川郡四佳面金融、京城満蒙在胞後援会、京城天道教新派移民計画、平壌地方法院徳川支庁
大連 天理教青年会満洲国移民計画、満蒙殖民協会、黒龍江省省内鮮人移殖計画
満洲 錦州小嶺子移民計画
【表】満洲事変から 1932（昭和 7）年 9月頃までの満洲農業移民団（計画も含む）
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の実務学校は学生募集も行わず、結局開校には至らなかった。その理由として、一九三〇（昭和五）年四月の国士舘維持委員会開催通知には「東京府の認可を得居候国士館実務学校の儀、昨年は専門学校創設の為めに開設を繰延へ居り
候
（（
（
」と記されており、国士舘専門学校設立
の影響が挙げられてい
る
（（
（
。
　
この実務学校拓植科が独立する形で、一九三〇（昭和
五）年四月二五日に設置認可を受け、ブラジル移民・ブラジル開拓を見据えた 高等拓植学校を設立した。政府は大正末期から特にブラジル移民へ保護奨励策を積極的に推進してきていた。ブラジル移民への気運が高まる時代の趨勢を受け、高等拓植学校の設置目的には「本校ハ南米ブラジルニ発展セントスル国士的人材ヲ養成ス
（（
（
」ることが明記され、卒業後は実習訓練教育を受ける
べく、ブラジルへ 渡航が義務付け れ
た
（（
（
。
　
一方、一九三一（昭和六）年の満洲事変と、翌
一九三二（昭和七）年の「満洲国」建国で 全国的 満洲への移住熱が拡大したことは先 述べた。国士舘周辺では、 柳条湖事件からわずか四日後 一九三一（昭和六）年九月二二日、芝の増上寺にて国士舘の母体である大民倶楽部により、いち早く幹部会が開催され、支那問題に
ついて協議がもたれている。幹部会の参集者は、大民倶楽部理事長の山崎源二郎、理事の大林一之、南里三省、真藤義丸、柴田德次郎、樹下信雄、高木貞雄、山田悌一、評議員の上塚司ら大民倶楽部首脳陣・国士舘経営陣であった。一〇月一日には同じく芝増上寺において国士舘・大民倶楽部主催の満洲事変戦死者追悼法要を挙行している。さらに同月七日には、国士舘において学生寮である尚武寮の一室に支那問題研究所を開設してい
る
（（
（
。こ
の研究所メンバーは財団法人国士舘理 の山田悌一、国士舘教授の大林一之、国士舘高等部第一期卒業生の武田煕、今井和佐久の四名 この研究所設置が のちの満洲鏡泊学園構想の出発点となるも であった。　
その後、大民倶楽部により具体的に計画された満洲大
学設立構想が打ち出されている。同年一二月に、外務大臣犬養毅宛に大民倶楽部代表として柴田德次郎の名で「満洲大学設立願書」が提出されているのであ
る
（（
（
。やや
長文ではあるが以下に史料を掲げ
る
（（
（
。
　　　　　
願書
　　　
満蒙ノ将来ニ対スル我国ノ使命ニ鑑ミ別紙趣意書
　　
ニヨリ満
州（ママ（
大学設立致度候間御詮議ノ上何分ノ御指
　　
示賜リ度此段御願申上候
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昭和六年十二月
　
日
　　　　　　　
東京都荏原郡世田谷町世田谷千六番地
　　　 　　　　　　
大民倶楽部
　　　 　　　　
代表者
　
柴田
　徳（ママ（
次郎
　　　
外務大臣
　
犬養
　毅
　
殿
蒙に於ける其の自然的膨張発展にのみ委するは、是亦萬全の策ならざることも自得した筈である。　
然らば、満蒙文化の向上を図りて之を完全に東洋
和の核心たらしむるの策如何。　
謂ふまでもなく、日本が過去二十六年間に得たる
其の実跡に鑑み、此処に新機軸を見出さねばならない。此の必然的要求は即ち満蒙自治 確立である。　
而して、満蒙自治の確立は を本質的に健全な
らしむるの道を講ずるにある。従て之を指導すべき機関の設置を要する。　
此意味の下に、大民倶楽部は年来経営し来れる国
士館学園の実跡に鑑み茲に満蒙開発の指導幹部養成機関として 「満洲大学」 の設立を企図したのである。　
邦人子弟に対し此処に其指導目的に必要なる理論
と実験とを授け、之を以て満蒙を在満蒙日本国民の自力に拠て保衛させたい希望である　
斯くして、 可及的、 国軍の活動を煩はすことなく、
満蒙の治安維持が てるやうに、平素より在留邦人を訓練指導したいと謂ふのが、我徒の満洲大学創立の趣旨である。　
満洲大学学則（摘要）
　　
満洲大学創立意見書
一、趣旨　
帝国は明治以来二回の国力を賭したる満蒙の治安
維持に於て、今回三たび国家の運命を賭して起たざるを得ざるに至った。　
之は種々の原因あるも、畢竟日本 民が、帝国の
国是国策 忘れ、満蒙の重大性を遺失したが為めに外ならぬ。今後とても同様 過誤を繰返すならば、帝国は四たび危殆に瀕せねばならない。幸ひにして今回は、我当局の一角に慧眼の士あり、其危機が救はれたのであるが、一歩誤らば帝国の現状果して如何がであったか、真に戦慄すべきも が る。　
乍然、日本が満蒙の重大性を忘却せず満蒙の権益
を将来完全に把持せんがためには、単に條約の履行にのみ求むるは、決して策の得 るもの 非ざることを、既に日本は切実に体験し 。又日本国民の満
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一、本校ハ大亜細亜主義ヲ精神とする満蒙開発ノ指　　
導者タル国士的人材ノ養成ヲ以テ目的トス
一、本校ノ修業年限ヲ三ヶ年トス一、本校ニ拓植科、交通科、及ビ武道科ヲ置ク一、本校学生ノ定員ヲ三百名トス一、本校ハ洮南 設置シ満蒙各地ニ分校ヲ設ク　　　　　　
（後略）
史料であり、 「満洲国」が建国される前、満洲事変からわずか三、 四ヶ月後に作成されたものであった。　
この頃からすでに国士舘周辺では大陸・満洲への展望
が始まっていたといえる。この満洲大学構想は、この後の高等拓植学校満蒙科と満洲鏡泊学園に引き継が ていくこととなる。第二章
　
満洲鏡泊学園設立へ
1．国士舘高等拓植学校満蒙科と満洲鏡泊学園の設立
　
一九三一（昭和六）年一二月に満洲大学構想が持ち上
がってから、山田悌一と大林一之とは定期的に打ち合わせをし、構想から具体的に計画が進み始め 。国士舘関係では頭山満、宮島詠士（大八） 、徳富猪一郎（蘇峰） 、野田俊作、内田康哉、水野錬太郎諸氏 話し合いがもたれ 陸軍省 拓務省とも折衝が行われた。こうて山田と大林は渡満準備を整え、一九三二（昭和七）年四月二八日にいよいよ「午後八時二十五分東京駅発（中略）二十九日午前八時四十六分三宮駅着、神戸 てバイカル丸に乗
船
（（
（
」し門司港、大連港を経て渡満した。渡満
後に早速、旅順において関東軍高級参謀板垣征四郎らと数回にわたって懇談、また五月一〇日には関東軍司令部
　
この史料は、国士舘の柴田德次郎ではなく、大民倶楽
部の代表柴田德次郎から提出されていることに注目したい。国士舘の母体である大民倶楽部は、これまで運営してきた国士舘の実績を踏まえて、いうなれば国士舘の姉妹校として満蒙開発指導者の養成機関「満洲大学」の設立を企図していた。また、史料から当初学園建設の地は鏡泊湖ではなく「洮南」であったことがわかる。洮南は鏡泊湖から北西に約七〇〇キロメートルの距離にある、吉林省の都市 ある。なぜこの地に設定したのか またなぜ満洲国内の混乱が収束せぬこの早い段階でこれまでの計画を立てられたのか、様々な疑問が生ずるが、この構想にいたるまで 詳細な史料が未発掘なため 推測もできない現状である。　
これが、国士舘と満洲の結びつきが窺える最初の公的
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に軍司令官本庄繁を訪問してい
る
（（
（
。
司令官は我が意を得たりと言わんばかりの頗る満足気な態度を示したり。
　
本庄軍司令官訪問。頗る寛いだ態度で多忙の間に
談話を交換す。「
この度は非常な御骨折りで御座いました。国士館
を代表致しまして謹んでお礼申し上げます」 （中略）「（筆者注―国士舘は）如何なる事業をされていますか」
「
国漢武道の専門学校、中学校、商業学校および高
等拓植学校等です」　
この時、司令官は「武道を大いに盛んにして腕節
の強い人間を育成するのですなァ」と如何にも快心の笑を浮べた。　
高等拓植学校に関し若干の説明を行った後、 「満
洲新国家の建設には国家の総力を挙げて掛らねばなりませんので南米問題とは必然的に赴きを異に 、何が何でも成し遂げねばならないと考えていま 。従って、国士館は勿論 こと国家としても他 ことは差し置いても、そ 全能力を満蒙の地に傾注しなければなりますまい。このような考えから国士館では新国家の文教政策の一翼を担うべく関係各省 全力を以て働きかけてお す」
　
史料からもわかるとおり、山田と大林はあくまで国士
舘の代表として関東軍司令部を訪問、懇談している。学園設立の流れに大民倶楽部だけでなく国士舘も積極的に関わっているこ に留意したい。　
その後、山田は旅順より奉天、長春へ移動し、満洲国
執政府・民政部文教司長を訪問懇談し、さらに満州国国務長官駒井徳三と会談、そして二〇日には吉林に至っている。吉林では満洲派遣部隊や哈爾濱特務機関と懇談しており、この特務機関訪問時に学園開設地として鏡泊湖が強く推薦されたようであ
る
（（
（
。山田の考える学園案は、
当初「満洲大学」と称していたよう 総合大学案であったため、建設予定地として挙げていた洮南よりも、鏡泊湖のほうが道路事情等のインフラ面において適当
な
（（
（
土地
であっ ようだ。最終的には鏡泊湖での学園設立計画変更する。　
渡満してからの山田のスケジュールは驚くほどで、ほ
ぼ毎日懇談・会談がなされ、草案についての内諾を得てい
る
（（
（
。実際に該当時期の全史料を確認できたわけではな
いが、各所において順調に計画 進むあたり 、もはや
満洲鏡泊学園とその設立過程について
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松乙溝ニ到ル湿地ノ処理困難ナラバ我学園ヘノ通路ハ此処干 子ヨリ舟筏ヲ用ウベキ リ。 （中略）六月初旬、シカモ朝夕寒冷、雨アレバ冷気膚ニ迫ル。コレ即チ稲作ヲ始メトスル農作物成長ノ時期余リニモ短カキニ非ズヤ。八月末既ニ寒冷ヲ覚エ十月結氷スト聞ク。鏡泊湖中心ノ農業誠ニ杞憂ナキ能ハズ。
　
一方、東京の国士舘では、同年五月二四日に「国士館
高等拓植学校設立者
　
財団法人国士舘理事柴田德次郎」
の名で東京府知事に学則改正を申請し、六月一日に認可を受け、国士舘高等拓植学校に満蒙科を増設した。学則改正理由には「満蒙ハ我帝国ノ生命線ニシテ之ガ開発ハ刻下ノ急務ナリ
　
況ヤ這回満蒙新国家ノ成立セルニ於テ
ヲヤ（中略）現下ノ情勢ニ鑑ミ新ニ満蒙科ヲ併設シ満蒙開拓ノ国士的人材養成ニ竭サントス」とあり、 「新国士館高等拓植学校学則」 第一條にはその目的として 満蒙並ニ南米ニ発展セントスル国士的人材ヲ養成ス
ル
（（
（
」こ
とが掲げられた。満蒙科は、修業年限一ヵ年で、定員数は南米科・満蒙科合わせて二〇〇名であった。目的 開拓に従事する人材養成を謳っているため 満蒙科の学科課程は、 のそれと比較し もほぼ変わりはないが、目的に合わせて外国語は支那語、歴史科目と経済科目は満蒙地歴、満蒙経済事情がそれぞれ設けられ 。この満蒙科の増設は、明らかに満洲において進行している学園設立へ向けた動きを意識したものであった。一九三三（昭和八）年二月九日に認可された学則改正では、第二條に「満蒙科ニ於テハ卒業後満洲鏡泊学園ニ入学スル者ノ予備訓練ヲナ
ス
（（
（
」の一文が加えられた。さらに定員を
とあるように、一帯の土地状況を具に把握し、一定の成果は得られたようである。　
調査後も、山田は綿密な調整を重ね、学園設立、学園
村設置の考えをまとめ、民政部や実業部のほか、執政府（のちの宮内府） 、関東軍とも綿密に連絡をとり、関係機関との調整に終始した。 国策である満洲開拓に大きな期待を寄せる政府の後押しもあったのであろうと推察する。　
こうして、順調に第一回鏡泊湖実地調査が決まり、山
田を調査団長とし、満州国国務院文教部・実業部・民部職員 調査員とともに、五月三一日から六月一〇日まで踏査を行っている。この第一回の調査では、軍部の作戦行動の変更に伴い、鏡泊湖まで臨むことは出来 かった。しか 山田 日
記
（（
（
の道中について記した文言に、
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並ニ之ト連絡アル土民ヲ懐柔シ可成討伐ノ煩ヲ
　　
避ケントスル方針ナルモ現下ノ状況ニ照ラシ防
　　
衛上初年度ハ三百ノ武装青年 必要トス
　　
而シテ逐年入学シ来レル青年ニハ所定ノ拓植交
　　
通訓練ノ実科ヲ授ケ更ニ自給自足ノ学園村ヲ経
　　
営スルニハ相当ノ地積ヲ必要トス
　　
（中略）
三、学園村ハ該地区内ノ治安警備ニ任ズルモ行政的　　
ニハ当局ノ指示ニ遵フハ勿論ナリ
四、学園ニ要スル一切ノ経費ハ学園自体ノ負担ニシ　　
テ其第一期計画実施ニ要スル資金ハ既ニ東京国
　　
士館当事者 於テ其準備アリ
満蒙科・南米科合わせて四〇〇名と倍に増やし、外国語も支那語から満洲語に改められ、国士舘からも満洲への渡航準備が積極的にされていく。　　
多少時期が前後するが、一九三二（昭和七）年六月
二七日に満洲国民政部訓令第一二九号により「私立学校設立許可暫行弁法」が発令された。満洲国内において、初等、中等、高等教育の各私立学校設立の暫定的法律が施行されたわけである。山田はこれをもとに着々と学園設立案を練り、六月三〇日には「願件理由」と 一文を国務長官駒井に提出した。これにより学園設立 際しの決意と諸々の準備状況が伝えられ
た
（（
（
。
　　
一、理想的学園村ノ建設ヲ為スニ当リ出来ル限リ都　　
市又ハ鉄道沿線ヲ離レタル所ニシテ常人ノ開拓
　　
困難ナル地ヲ卜シテ先駆者ノ訓練所トシタキ希
　　
望ヲ有セリ
　　
而シテ学園村ハ学生ノ精神的修練ト慰安トヲ考
　　
慮シタル結果神地清澄ノ鏡泊湖コソ学園村トシ
　　
テ第一条件ヲ具備 ルモノトシテ此地ヲ選択セ
　　
リ
二、鏡泊湖畔ニ学園村ヲ建設スルニ当リ附近ノ匪賊
この史料から、国士舘は学園に対し扶助する関係にあったことがわかる。　
七月二七日に再び長官駒井と懇談した山田は、同日中
に東京国士舘 柴田德次郎に宛てて電報を打ってい
る
（（
（
。
　　
今朝駒井氏ト会見
　
学園問題は万事順調
　
同氏ハ明
　　
日長春発飛行機ニテ学園予定地ヲ経テ裏朝鮮経由一
　　
路東上ス
　
東京ニテハ小磯陸軍次官宅ニ約一〇日間
　　
滞在スル予定ナルニツキ是非面談アリタシ
　
同氏モ
満洲鏡泊学園とその設立過程について
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乗気ニテ之ヲ希望シアリ
　
余ハ鏡泊湖マデ同行
　
都
　　
合ニテハ清津、京城ヲ廻リ長春ニ引キ返ヘシ一切ノ
　　
手続ヲ整エテ同氏ノ帰満ヲ待ツコトニ約束セリ
　
この電報が示すとおり、駒井の東京滞在の時に撮影
されたであろう写真が国士舘に残されていた【写
真
（（
（
】 。
一九三二（昭和七）年八月四日に芝の水交社にて撮影されたもので、柴田德次郎のほか、徳富猪一郎（蘇峰） 、水野錬太郎、野田俊作、小磯国昭など、本学関係者のほか、軍部関係者が顔を揃えている。今井和佐久や大林一之も後方に写っている。一九三二 （昭和七） 年五月以降、大林の足取りは不明であっ が、この時は日本に帰国していたようである。　
先の電報もしかり、山田は東京の国士舘舘長柴田德次
郎に、ことの概要を伝える連絡をまめにしていたようである。これには、ここまで国士舘理事山田悌一が学園設置活動をしていることが大きく、当然ながら国士舘へ報告義務もあったと思われる。関連して、満洲国現地 の旅費など、経費に関する手紙が国士舘へ送付されている
（（
（
。
　
こうして第二回目の上空からの鏡泊湖調査を経て、農
1932（昭和 7）年 8月 4日　駒井徳三歓迎紀念
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地として適当か否かはさておき、学園設立予定地として確かな感触をつかんだ山田は、八月三〇日に長官駒井へ学園設立趣意書及び満洲鏡泊学園建設呈文、学園概要等申請書類一式を提出した。少々長くなるが 以下 趣意書の一部を挙げ
る
（（
（
。
可能性アリヤ、如何ニセバ幸福ナル生活ヲ営ミ得ルヤノ活模範ヲ明示スルノ見識ト努力トヲ払ハザル可カラズ吾人ノ責務何ゾ重大ナル吾人ハ此理想的学園村建設ニ人事ヲ尽シテ勇猛邁力シ謹ンデ天命ヲ待タン事ヲ期　　　
大同元年八月廿九日
　　　　　　　　
　鏡泊学園設立者代表
　
山田
　悌一
茲ニ吾人ハ自給自足ト協力トヲモットートスル学園ヲ中枢トスル社会即チ学園村ノ建設ヲ期ス近時学校ガ徒ニデパート化シ創造ノ気魄ナキヲ慨シ吾等国士館同人ハ夙ニ誠意、勤労、見識、気魄ヲ体得スル事ニヨリテノミ社会的存在トシテ 吾人ノ要素ヲ具現化シ得ルトナシ、茲ニ二十年ノ精進ヲ続ケ来レルナリ今幸 シテ満洲国ノ建国ニ際会 吾人ノ抱持セル理想ヲ最モ率直ニ最モ真剣 表現スルノ機会ヲ得、地ヲ辺
諏（ママ
（匪跡ノ地ナレド然カモ風光明媚
満洲第一ノ勝地ナル鏡泊湖畔ニ相シ簡章ヲ定メ人材ヲ網羅シテ開黌 ントス鏡泊学園ハ学園村ニ対ス 研究所ニ 然モ是レガ指導者タリ合理的生産ニ対スル研究ト指導ハ元ヨリ其治安ノ維持、幸福ナル生活ノ指標等凡百ノ責務悉ク其双肩ニ在リ更ニ如何 方式ニヨリ 我国ノ
衆（ママ（
団移民ハ
　
国士舘専門学校用箋に書かれた手書きの趣意書は、お
そらく山田悌一本人の筆によるものであろう。国士舘教育の徳目「誠意、勤労、見識、気魄」を引用し、意気込みを綴っている。　
これらの学園土地貸付関係、学園設立認可申請など
諸々の手続が一〇月二九日に全て終了し 晴れて満洲国文教部許可状第一号として、一〇月三一日付で「満洲鏡泊学園」が認可された。　
では、満洲鏡泊学園の教育内容と設立認可以後の国士
舘との関連性はどのようなものだったのか、以下にみていく。　
2．満洲鏡泊学園と国士舘との関連
　
　
学園設立の際に提出された学園許可要項 うち「鏡泊
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学園規
程
（（
（
」から、その目的、課程等の内容について見て
いきたい。　　
一、目的
　　
（第一条）
　
本学園は大亜細亜主義を抱懐する青年を
　　　 　
陶冶鍛錬し満洲建国の理想成就に献身すべ
　　　
き模範的人材を養成するを目的とす
　
二、事業
　　
（第二条）
　
本学園の目的を達せんがため農業経営を
　　　 　
中心とし所定の課程に対しその要諦と活用
　　　
とを体得せしめ自給自足と協力とを原則と
　　　
せる理想的学園村を満洲国法の下に建設経
　　　
営す
　　
（第三条）
　
本学園は本部を吉林省寧安県鏡泊湖畔松
　　　
乙溝に設置し必要に応じ支部 各地に置く
　
三、年限および定員
　　
（第四条）
　
本学園の修業年限を二か年とす
　　
（第五条）
　
定員は一学年三百名とす
　　　
（中略）
　
五、課程
　　
（第八条）
　
課程を分ちて実習および学科とし晴耕雨
　　　 　
読式に之を授く
　　
（第九条）
　
本科の主なる課程左の如し
　　　　　　
実践倫理、 東洋哲学、 語学、 国法、 経済、 地理、
　　　 　
歴史、衛生、農業、林業 鉱業、土木、交
　　　
通、通信、防衛 武道、獣医
　
六、入学および退学
　　
（第十条）
　
本学園に入学し得べきものは身体強健に
　　　 　
して意志強固なる青年中左の各項の一に該
　　　
当し本学園に於て詮衡したる者に限る
　　　
一、国士館高
等（ママ
（
学
校において所定の予備訓
　　　
練を修了せるもの
　　　
二、中学校または甲種実業学校卒業者
　　　
三、農業に経験を有する二十五才以下の青
　　　
年にして本校における選抜試験に合格
　　　
せし者
　　　
四、帝国在郷軍人分会長の推薦による在郷
　　　
軍人（但 令二十五才以下）
　　　
五、在満蒙公私機関および内地各府県知事
　　　
の推薦による者
　　　
六、本学園職員会において適当と認めたる
　　　
者に
対
（ママ
（
して退学を命
ず
　　　
（後略）
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この時期でいう若い世代の満洲への移住と考えると、
後年拓務省が積極的に送り出す満蒙青少年開拓義勇軍と同質な移民団と捉えられがちであるが、満洲鏡泊学園はあくまで 「満洲建国の理想成就に献身すべき」 「農業経営」のエキスパート養成が目的であった。その意味では青年農業移民育成学校とでもいうべきであろう。　
学園の修業年限は二ヵ年で、定員は一学年で三〇〇名
とした。 学科課程には開拓や農業に従事するものとして必要不可欠な科目が揃えられた。また、 「匪賊」襲来を想定した予備訓練であろうか、 防衛」という科目も取り入れられている　
学園への入学資格では、 「国士館高等学校」 （国士舘高
等拓植学校の間違いか）にて予備訓練をし もの 掲げられている。一項目に記されているあたり、満洲鏡泊学園への入学資格としては一番有効 手段だったと考えられる。先に見たように、一九三三（昭和八）年二月には国士舘高等拓植 校満蒙科で学則変更が され、満洲鏡泊学園入学者 予備訓練をすることが加えられている。　
しかし、ここで特記すべき事柄がある。満洲鏡泊学園
の設立認可が下りて数日後 一九三二（昭和七）年一一月四日、東京の国士舘では評議委員会が開催された。こ
の委員会での議題は三点あり、そのうちの一点が「鏡泊学園創設ニ関シ本館高拓満蒙科トシテ唇歯的援助ニ関スル
件
（（
（
」であった。事の経緯については詳細不明だが、議
事録は「鏡泊学園ハ法的ニ国士館トシテヤルベキヤ
　
否
ヤ」と結ばれている。つまり、国士舘内では満洲鏡泊学園創立後間もなく、 の運営に関して国士舘と切り離す案があったようである。逆に考えれば、これまで鏡泊学 が高等拓植学校満蒙科と同じく国士舘の満洲開発という計画上にあったといえる。　
国士舘側からは、さらに同年一二月に財団法人国士舘
理事長柴田德次郎の名で、鏡泊 園建設経過報告として関係者各位に挨拶が出されてい
る
（（
（
。
新満洲国は正に空前の偉観であり、天業の恢弘であります、之を歴史に徴しても軍事行動は必勝であるが事後の経営は必敗であります。 （中略）軍の奮闘は伝統的にも遺憾なく、又資本 事も外に人がありますが「勤労人」に至つては国士館の任務であります。 （中略）分 応じて勤労の肉弾となつて新満洲国の「人柱」とな 得る国士館で多年養成して来ました「誠実」 「努力」 「分別」 「根気」ある人物でなくてはなりません。
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この意味で「必勝」を期すへき新満洲経営の応分の奉公を願つて山田理事、大林教授を以て最も尊敬する在満要路各位の高教を仰きました所、多大の御同情を蒙り（中略）歴史的事業に御奉公の機縁を与へられました事は何とも感謝の至りに堪へません。（中略） 「正しく」 「強く」 「潔き」 「勤労の権化」である大和民族大精進の先駆として国士館の分身たる鏡泊学園の大成を祈願して已まぬ次第であります。（後略）
ました」としている。　
その後の一九三三（昭和八）年九月の「満洲鏡泊学園
第四次報告書」 （以下、第四次報告
書
（（
（
）では当初の学園
許可要項が書き替えられており、規程にあった「国士館高
等（ママ
（
学
校において所定の予備訓練を修了せるもの」の文
言が 「本学園予備校に於て所定の予備訓練を修了せる者」に修正されている。また、報告書中「学園の進行概況」の項では、国士舘との関係につい 「本学 は国士館とは全然別個の存在にして、経営は固より其他一切無関係に在る独立機関なり」としている。加え 、各官憲その他の諸機関との関係については「本学園は満洲国文教部の直轄 属し又同民政部及実業部其他関係官憲の監督指導に服すべきものにして且つ在満日本監督機関の監督を受くべきものとす」とし、さら 「学園の建設に関しては、陸軍省、参謀本部、外務省、拓務省、農林省及篤志家の多大なる指導援助を受く」 とした。ただ 、 先の 「本学園予備校」は、文言にこそ出さないが 「必要なる附属建物を東京世田谷区若林町 建設し、四月十一日より約二百名の学生を収容」したも 、すなわち国士舘 等拓植学校満蒙科を指していた。　
同じく規程のなかの九つめの項目、 「給費」について
　
ここで柴田は、 「国士館の分身たる鏡泊学園」と表現
している。また、 同報告書のなかでは、 山田と大林が「一般経過報告書」として、学園の開校時期について「予定は昭和八年四月より実施のことに致します」としながらも、治安の問題から関東軍の教導を待たねばならず、開校時期が延期することを視野に入れ、 「然 がら元来学園の性質が自衛自治自給自足の原則であり且つ、満洲国に対する責任帝国 対面問題でもありますから、内地の予備訓練は可及的速に開始する必要がある」ことに言及している。そして 「 「鏡泊学園幹部候補生」 として 「国士館高等拓植学校満蒙科学生」を募集し、 「年来養成して来ました国士館修業生を中心として訓練する事に致し
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も取り上げておきたい。当初の学園許可要項のなかの規程では 「給費の制を設
く
（（
（
」 であったのが、 「第四次報告書」
では「本学園本科生は全部学園の給費に依るものと
す
（（
（
」
とされ、 同報告書内所収の「満洲鏡泊学園案内」中、 「学資」の項では「授業料は徴 せず其他 費用は政府補助金、篤志家の寄附金及学園及学生の精進努力の生産に依て之を支弁す」 とされている。以上から総じて鑑みる 、先の議事録に「国士館トシテヤルベキヤ
　
否ヤ」とあっ
たとおり、当該時期に国士舘との関係が大きく変化したと考える が妥当ではないだろうか。おわりに　
以上で、年を追って満洲鏡泊学園の設立過程、設立し
てからの国士舘と満洲鏡泊学園双方の動きをみてきた。時期によっては史料が少なく、関連書籍に依拠してしまった部分が大きいのは悔やまれるところであるが、国士舘と満洲鏡泊学園の関連性について、本稿において確認できたことを最後に列記しておく。　
まず一点目として、満洲事変後早い段階で国士舘ない
し大民倶楽部のなかに、満洲へ 視座 開拓構想があったということ ある。この点は 民倶楽部幹事会、国士
舘の学生寮である尚武寮内に設置した 「支那問題研究所」や満洲大 設立構想があったことからも明白であろう。これが満洲鏡泊学園構想の契機となった。　
二点目に、山田悌一と大林一之による学園設立へ向け
た満洲での活動だが、各要人と 折衝や資金繰りを国士舘名義で行っている点だ。この点は、山田から柴田に宛てた電報と、駒井帰国時 国士舘関係者と軍部関係者との集合写真からも裏づけられる。満洲鏡泊学園設立は国士舘なくしては在り得なかった、とまでは言わないが、社会的にみても満洲鏡泊学園は“国士舘が創る満洲国の移民学校”という位置づけであったように思う。一九三二（昭和七）年一二月二二日付『東京朝日新聞』にも一九三二（昭和七）年一二月二二日「 廷発祥の地に移民学校を建設
　
国士館大学の計画実現」との記
事が掲載されている。　
三点目に、満洲鏡泊学園経営の主体であるが、学園設
立直後の国士舘評議会および議事録の内容や、学園許可要項の変更および「第四次報告書」に「満洲国文教部の直轄に属」すとあることから、設立後明らか 運営の主体が国士舘から満洲 に移っていることは窺える。その時期については、具体的にいつ なのか史料からは見出せなかった。同報告書には、 「本学園は学園の基礎を
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確立する必要上満洲鏡泊学園財団法人の組織を達成する為め専ら学園法律顧問に於て立案し、目下主務省の審理中な
り
（（
（
」とあることから、満洲鏡泊学園がこの時期に財
団法人の設立へ向け動きはじめた いたようである。　
第一章にて掲載した移民団の【表】だが、この移民団
のうち、最後まで残り実行に移ったのは天照園移民と天理教移民の二つだけであった。その後の満洲鏡泊学園については、設立から一年半の一九三四（昭和九）年五月に、学園の総務であった山田悌一ほか の教員や学生が「匪賊」の襲撃に遭い、不遇の死を遂げている。最終的には、一九三六（昭和一一）年三月に廃止となり、わずか三年間の短い歴史に幕を閉じ 。しかし、学園が閉鎖してからも 満洲鏡泊学園の卒業生らによって鏡友同志会が組織されるなど、一九三九（昭和一四）年頃には学園の再興も期待されたようであ
る
（（
（
。
　
国士舘の世田谷キャンパスにはプラタナスの大樹があ
る。毎年、夏は生命力溢れる葉が青々と繁り、秋には色鮮やかに紅葉して往来する学生や教職員 地域住民 眼を楽しませてくれる。このプラタナス 満洲鏡泊学園の設立に奔走した国士舘理事山田悌一が植樹したも と
伝えられている。当時からあるこの樹は、往年満洲開拓に夢を抱き満洲へ渡っていった学生や教員を見送っていたのかと考えると、なんとも感慨深い。　
本稿では、満洲鏡泊学園の設立過程から国士舘との関
連性を検討したため、学園の運営や学生の生活模様、学園閉鎖後の学生の動きなど、学園活動の実態に迫ることはしなかった。また、広義で捉えた場合の満蒙開拓移民団や学 との関連についても触れなかった。青年による満洲開拓と捉えるならば、成立時期の問題はあれ、満洲鏡泊学園と青少年義勇軍との検討 必要であろう この満洲鏡泊学園の意義を、総合的・多角的に考えるうえでは、 満蒙開拓移民団や満蒙開拓青少年義勇軍はもち ん、学生の生活模様や学園運営のほか、山田悌一ほか学園に関与した人物像などを丁寧に検証し、明るみ することは重要である。その意味では、槻木氏のいう「実感」を基にした」 「思い出の記
録
（（
（
」 資料を用いることも検討し
なければならない。課題を挙げればきりはないが、これらは今後の検討材料として、別の機会に補完していきたいと思う。［
付記］満洲鏡泊学園の調査にあたり、同朋大学明誉教
授槻木瑞生先生にご教示を賜り、資料情報も多数ご提供
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いただいた。この場を借りて心から御礼申し上げます。　　
註
（
（）ニコライ ・ Ａ ・ バイコフ著、 今村龍夫訳 「鏡泊湖」 （ 『樹
　　
海に生きる』 〔中公文庫、一九九〇〔平成二〕年七
　　
月一日〕 ）
（
（）槻木瑞生「大陸と鏡泊学園」 （ 『国士舘史研究年報―
　　
楓
―
（0（（ 』第四号、学校法人国士舘、二〇一二年
　　
三月一一日）
（
（）前掲
（槻木論文
（
（）加藤聖文「満洲移民計画の形成 「国策化 」 （ 『歴
　　
史評論』校倉書房、二〇 〇年三月号）
（
（）『大阪毎日新聞』一九三二（昭和七）年二月二六日
　　
付（奉天本社特電
　
二十五日発）
（
6）『大阪毎日新聞』 一九三二 昭和七） 年三月 日付 （奉
　　
天本社特電
　
壱日発）
（
7）那須皓「満蒙へ我が農民を移植せよ（二） 」 （ 『中外
　　
商業新報』朝刊、 一九三二〔昭和七〕年一月八日付）
（
8）小島精一「満蒙開発政策と移 問題」 （ 『社会政策時
　　
報』 第一四〇号、 協調会、 一九三二 〔昭和七〕 年五月）
（
9）『満洲開拓史（復刊） 』 （満洲開拓史復刊委員会、一九
　　
八〇〔昭和五五〕年八月一日）
（
（0）一九三二 （昭和七） 年二月三日 「満洲移民計画概要」 （拓
　　
務局案） （茶園義男編『十五年戦争極秘資料集第
（（集
　　
満州移民拓務局原資料』 〔不二出版、一九九〇〔平
　　
成二〕年二月二 日〕 ）
（
（（）移民事業の経緯詳細は前掲
9『満洲開拓史』に詳し
　　
い。
（
（（）前掲
9『満洲開拓史』三三頁。
（
（（）国士舘実務学校や国士舘高等拓植学校については熊
　　
本好宏「国士舘高等拓植学校と移民教育」 （ 『国士舘
　　
史研究年報―楓
―
（0（（ 』第三号、 学校法人国士舘、
　　
二〇一二年三月一〇日）に詳しい。
（
（（）一九三〇（昭和五）年四月六日「財団法人国士舘維
　　
持委員会長子爵栗野慎一郎差出維持委員会開催通
　　
知」 （渋沢史料館所蔵）
（
（（）この点について前掲
（（熊本論文では、上塚司による
　　
アマゾナス州有地の土地無償譲渡契約交渉の遅延も
　　
一因との見解を示し いる。上塚司は当時国士舘の
　　
理事を務めており、ブラジル移民を見据えた拓植学
　　
校の設立を企図し、現地に調査団を派遣するなどし
　　
ていた。
（
（6）「国士舘高等拓植学校学則
　
第一条」 （一九三〇〔昭
　　
和五〕年四月二五日『国士舘高等拓植学校設立申請
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認可書類』東京都公文書館所蔵）
（
（7）前掲
（（熊本論文
（
（8）野田美鴻『先師録―山田悌一先生伝―』 （一九七八
　　
〔昭和五三〕年二月二六日）一二五頁。なお、野田
　　
氏は満洲鏡泊学園第一期生である。本書は、鏡泊学
　　
園生として山 悌一と学園とを間近でみてきた著者
　　
による詳細な記録である。
（
（9）この点については青年大民団（大民倶楽部、大民団
　　
とも）の組織・活動という視点から、佐々博雄「大
　　
民団 国士舘」 （ 『国士舘史研究年報―楓
―
（0（0 』
　　
第二号、学校法人国士舘、二〇一一年三月 五日）
　　
でも触れられている。
（
（0）一九三一（昭和六）年一二月「満洲大学設立ニ関ス
　　
ル大民倶楽部願書」 （外務省記録 本邦学校関係雑
　　
件第一巻』Ｉ‐
（、外務省外交史料館所蔵）
（
（（）前掲
（8『先師録』一二九頁より引用。原史料と思わ
　　
れる「山田先生
　
昭和七年日記、ノート類五冊」等
　　
の所蔵が不明なため、 同書より史料引用した。以降、
　　
史料引用したものは、注記にて「引用」と付す。
　　
なお、この山田らの日程は 出立前日の二七日に山
　　
田が宮島詠士を訪問した際 宮島が留守だったため
　　
自身の名刺に残した書置「宮嶋先生
　
二十八日
 東
　　
京出発、二十九日
 神戸発のバイカル丸にて渡満可
　　
致（後略） 」 （国士舘史資料室所蔵）からも裏づけら
　　
れる。
（
（（）前掲
（8『先師録』一三二頁より引用。この部分につ
　　
いては、野田氏が史料表記のまま本文に引用したと
　　
は考えにくいが、本稿では事実を示す意味で、本文
　　
のまま引用した。
（
（（）前掲
（8『先師録』一三五頁。ちなみに前掲
（槻木論
　　
文では、関東軍が、 「匪賊」の 没 反日感情等を
　　
理由に鏡泊湖周辺での学園設立に反対していたこと
　　
に触れている（ 参謀部第三課『鏡泊学園調査
　　
報告
　
其の一』 〔一九三五［昭和一〇］年六月〕 ） 。
（
（（）ここでの「適当」の意味は、生活面で便が良いとい
　　
うのではなく、あくまで一般開拓移民には開拓困難
　　
な地ではあるが、学園 とって 開拓訓練にふさわ
　　
しい場所、また景勝もよ 学生の心身を養う 適
　　
当であったよう ある。
（
（（）前掲
（8『先師録』一三五～一三六頁。
（
（6）前掲
（8『先師録』一四二頁より引用。
（
（7）一九三二（昭和七）年五月二四日「申学六三〇三号
　　
国士舘高等拓植学校学則変更ノ件」 （東京都公文書
　　
館所蔵）
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（
（8）一九三三（昭和八）年一月二五日「酉学六五七号
　
　　
国士舘高等拓植学校生徒定員並学則変更ノ件認可」
　　
（東京都公文書館所蔵）
（
（9）前掲
（8『先師録』一四六頁より引用。
（
（0）前掲
（8『先師録』一四八頁より引用。
（
（（）写真中判明している人物は、 『鏡泊学園建設中間報
　　
告書』 （一九三二〔昭和七〕年八月一〇日、財団法
　　
人国士舘、国士舘史資料室所蔵）にて確認したとこ
　　
ろ、前列左より藤原銀次郎、筑紫熊七 中野正剛、
　　
永井柳太郎、内田康哉、後藤文夫、荒木貞夫、駒井
　　
徳三カ、東久邇宮稔彦、岡田啓介 水野錬太郎、床
　　
次竹次郎、安達謙蔵、徳富猪 郎（蘇峰） 、加藤寛
　　
治、森恪、二列目左より武 譲二 柴田德次郎 野
　　
田俊作、秋月佐都夫 加藤条四郎 秋 清、有賀長
　　
文、高橋三吉、小磯国昭 秦真次、須崎某、有馬良
　　
橘、高山長幸 小野寺信 山崎直三 三宅騏一、小
　　
笠原長生、今井和佐久、 列目左より小川忠太郎
　　
安田銕之助、二人おいて村地某 一人おいて石井三
　　
郎、大橋新太郎 下太郎、梁田
次郎、土岐章、
　　
牧野元次郎、真藤義丸、福島栄吉 樹下信雄、長谷
　　
川良信、石橋恵 東久邇宮付の武官 村岡健八 四
　　
列目左より篠崎彦二、岩浪光二郎、武藤山治、原祐
　　
一郎、東条英機、二人おいて光永星郎、永田鉄山、
　　
持永浅治、 、 寺田某、 緒方竹虎、 折下吉延、 原惣兵衛、
　　
大林一之である。 （名が判然としないものは「某」と
　　
した。 ）
（
（（）国士舘史資料室所蔵。
（
（（）国士舘史資料室所蔵。
（
（（）前掲
9『満洲開拓史』一三三頁より引用。なお本規
　　
程は、満洲鏡泊学園名誉総長として満洲国参議、陸
　　
軍中将であった筑紫熊七と、満洲鏡泊学園総務とし
　　
て国士舘常任理事山田悌一の両名義で出されてい
　　
る。
（
（（）「
（9（（
年
　
国士館騒動関連文書」 （国立国会図書館
　　
憲政資料室所蔵〔未公開〕中野順夫旧蔵資料）
（
（6）一九三三（昭和八）年三月「 建設経過
　　
報告書」 （国士舘史資料室所蔵）
（
（7）一九三三（昭和八）年九月「秘
　
満洲鏡泊学園第四
　　
次報告書（附表添付） 」 （国士舘史資料室所蔵）
（
（8）前掲
9『満洲開拓史』一三三頁より引用。
（
（9）前掲
（7「秘
　
満洲鏡泊学園第四次報告書 （附表添付） 」
（
（0）前掲
（7「秘
　
満洲鏡泊学園第四次報告書 （附表添付） 」
（
（（）前掲
9『満洲開拓史』一三八頁。
（
（（）前掲
（槻木論文
